
図書室より 

 はじめまして。私は和歌山市教育委員会 教育学習部 読書活動推進課から来ました、 

学校司書の宮本希世です。１年という短い期間ですが、子供達に読書の楽しさを知ってもら

うために鳴滝小に来ました。そのためには、先ず図書室が、 

「楽しくて、落ち着けて、わかりやすい場所」でなければなりません。そんな図書室を作る

ための５つの工夫を紹介いたします。 

《その１》目的の場所にたどりつけるための工夫 

＊本を借りやすくするため、棚に       ＊配置図（図書室内の地図）を 

「分類」や「見出し」を付けました。      設置しました。 

 

 

 

 

 

 

   

 

＊本を返しやすくするために、 

棚に「番号」を付けました。 

 

 

《その２》子供達の目にとまるように工夫  

 ＊各コーナーの設置 

  ①新刊コーナー         ②朝読コーナー 

 

 

 

 

 

  ③司書のおすすめコーナー 

 

                              

 

ボランティアさんによる

かわいい POP とすてき

な飾りつけ 



④旬の展示（季節もの・流行もの）コーナー         

 

 

 

 

《その３》先生方に便利に使ってもらうための工夫 

 ＊「教科書に出てくる本」を学年別に集約して設置し、授業で活用してもらう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

《その４》子供達の「読みたい」意欲に応えるための工夫 

 ＊「リクエストPOST」を設置し、リクエストに応えることで 

「図書室には読みたい本がある」という意識付けをします。 

 

 

 

 

 

《その５》選書における工夫  

 ＊旬のものや、その時必要な本をタイムリーに提供します。 

 

《現在の図書室》 

 つい先日５年度予算で購入していただいた新しい本が書架に並び、もくもくと読書す

る子、みんなで「ミッケ」や「さがしもの」をする子達など、それぞれが図書室で楽し

い時を過ごしています。 

 授業では、みんなの図書室をみんなで大切に使って「キレイ」を維持できるように、

本の扱い方、貸出返却の仕方、図書室でのルールやマナーなどを指導しています。 

 ご家庭におかれましても、借りた本の取り扱いにつきましてご協力をたまわりたくよ

ろしくお願いします。最後に・・・ 

みんなが図書室（本）と一緒に成長していってくれることを私は願っています。 

宮本司書 


